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現代ギリシア詩に於ける「俳句Jの受容 (1)
ーセフェリスの『練習帖~ Ii'練習帖 2~を中心に-

高橋 りえこ

1.はじめに

1.1.術語について

日本の俳句は、外国語への 翻訳を通して海外で広く知られるようになり、

一 つの新詩型として定着するに至ったことは周知のこ と である o 以下1.2.及

び1.3.で詳しく述べるよう に現 代ギ リシ ア詩 に於 いて も xa(-ιの 或 い は xa(-

tcOV と称される詩型がある。この詩型でかかれた作品は、季語や切れ字とい

った手法が用いられて い な いところから、日本の俳句とはかなり異なるよう

に恩われる。そこで現代ギリシア語のみならず外国語でかかれた、或いは翻

訳 された俳句と日本の俳句を表記上区別するため、前者を「俳句」、 i走者を

俳 句と rJの有無で書き分 け る こ と に し た 。 ま た 「俳 句」と同ーのものを示

す俳 諸に対しでも、原 義の 俳 譜 と 区 別 し て 「 俳 諮 」の術語を用いる。フラン

スでは「俳諮」が、英米では「俳句」が一般に用いられているが i1) 、 ギリ

シアでは、 xa(-tca(と xa(κoυ の二通りの術語が用いられ未だいずれかに統ー

さ れていない。現代ギリシア語 でか かれ た「 俳句 」の 概要を記述した f.IT.サ

ピディスに倣い、便宜上「俳句」を術語として用いるが、必要に応じて「俳

諮」も採用することにし た。更に作品そのものではなく、詩型を示す xa(-κa(、

xa(κOV に対しては、俳句詩型という術語を当てる こ とにする。既ち一行目と

三行目が 5音 節、二行目が 7音節の無韻で三行から成る詩形を俳句詩型と呼ぶ。

1.2.文学史的背景

サピディスによれば、現代ギリシア詩に初めて俳句詩型の詩が現れたのは

1930年 代後半とされるは}。これに先行して 20世紀 初頭、翻訳を介して俳句

が「 俳諮」という名称 でフ ラ ン ス 詩 壇 に 紹 介 さ れ 、多くの「俳諮」詩人を輩

出したがけ川 このフランスでの「俳諮」の大流行 がギリシア詩壇に与えた

影響は 、ギリシア詩でかかれた俳句詩型詩が例外なく 「 俳 諮 」 と 称 さ れ て い

ること からも看取される(4 )。
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1930 年代、 新聞「エスティア」の文芸欄にL.スキピスが数十回の連載で

「 俳諮」を紹介している i5 )他、 1938年から 1960年にかけて (1942年から 1946

年まで四年間は中断され たが)文芸雑誌「タ・ネ 7 ・グラ"7 J に6..アンド

ニウが現代ギリシア語による「俳句」を 117編、 5-7・5-7-7の音律をもっ無韻

五行から成る短歌詩型の詩を 30編発表している。また f.セフェリスが I14の

「俳譜 JJを詩集『練習帖.1 (1940年) (れに収めている。

しかしながら俳句 詩型が広くギリ γ ア詩壇に知られ、同時に「俳句」が術

語として浸透してい く の は 、 1963年、セフェリス が ノ ーベノレ文学賞を受賞し

た以降のことである i7 )。 前述 の ア ン ド ニ ウ や セフ ェリスを中心とするサロ

ン 的な 集いに参加していた Z.ロ レ ン ジ ャ ト ス を 初め 、ギリシア詩人により、

多 くの「俳句 」 が 生み出され、これにより俳句詩型が新たなる短詩の詩型の

ーっとして定着していく。

1.3.現代ギリシア詩にみられる「俳句づ

「俳諮 J I俳句 Jという題で作品を発表した、 或いは 実 際 に 俳 句 詩 型 で

「俳句」をかいたギリ シ ア人は上述の三名を含む 15人が現在確認されている。

以下 にロレ ンジャトスを除く(8 ) 14名の作品の傾向 を簡単にまとめると同時

に、 2.で詳述するセ フェリスの「俳句 J詩人としての詩壇に於ける位置づけ

も行いたい。

a) 無韻三行詩、或 い は 無韻短詩に対する名称に用いられた「俳諮」

現代ギリ シ ア 文 学史 で初めて「俳諮」という題で、 5-7-5 音 節の音律を持

たない無韻三行詩をかいたのは、 II.ク リ ネ オ ス とさ れている(参照、註 2 )。

この他にも N.ハジキリアコスーギカスの「軍隊の 「 俳譜 JJ、 f.セオハリデ

ィ スの I25の初めてのギリシア語による 15音 節 「俳諮 JJが挙げられるが、

い ずれも 5-7-5音節の音律を用いていないため、厳密には俳句詩型による詩、

即ち「俳句 」 と は 言 え な い。サピディスが指摘するように、詩人が「俳譜」

を 無韻三行の詩、或いは無韻短詩と誤って捉えている可 能性が考えられる(9 ) 

b) ギリシア詩壇に於ける新詩運動と「俳句」

1920年代のフランス「俳譜」詩人たちの活躍に 触 発され、またイマジズム

運動の影響を受けて 、ギ リシア詩壇にも「新しい詩」を模索する動きが起こ

る。ギリシア詩壇での この新詩運動の中心に位置し、好んで、或いは試作的

に俳句詩型を用いた詩人として、 アンドニウ、セフェリスがいる。 彼らを

「俳 句」 詩人の第一世代とすれば、 1970年以降新詩運動後の第二世代に、r.

ネゾス、 A.ノベリス、 r.パ ヴ ロ プ ロ ス 、 II.スタヴヲカスが属する。第一世代、

第二世 代 共に俳句詩型を用いた点には変わりないが、ギリシ 7 i寺壇に新詩運
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動を通して俳句詩型を定着 さ せ た の は 第 一 世 代 の詩 人であることが、この二

つの世代を分かっと言える。更にここに挙げた詩人たちは、俳句詩型を表現

の 手段とし、独自の詩情を「俳句」によみ込んでい る 点で次の c)のグループ

と区別される。

c) 東洋趣味に傾いた「俳句」

時代的には第二世代に含まれるが、芭蕉や蒸村の俳句の翻訳がもっ日本的

或い は東洋 的 な 情 調を、自らの作品に盛り込もうとしたグループがある。と

もすれば翻訳の「俳 句 」 の模倣に終わり、独自性に欠ける傾向が指摘され、

特筆すべき作品は僅かしかない。このグループに属 するのは、 f.カ ラ ン ド ニ

ス、 E.ソマイドゥ、 A.ラプティーティフォナ、 O.M.デフネ、 N.フリリグであ

る。

2.セフェリスの「俳句」 受 容

1.でギリ γ ア詩壇に「俳句」が輸入され俳句詩 型 が定 着 す る に 至 る 過 程 と 、

その中で セ フ ェ リスが果たした役割について触れ た。ここでは、一歩道んで

セフェリスがどのようにして俳句を知り、また自らも「俳句」をかくに至っ

たかを推察し、詩人 の「俳句」受容の過程を辿ろうと思う。

2.1. r俳句」との出会い

セフェ リ ス が 最 初 に「俳句」に接したのは 1918年から六年間に亘るパリ留

学の聞と考えられる(1 o ) 。 正 に こ の 時 期 、 フ ラ ンスで P.ー L.クーシューや M.

ノレボンにより「俳句 Jが広められ、多くの「俳諮」 がフ ラ ン ス 語 で つ く ら れ

た (11)。法律を学ぶ傍ら文学を志していた若きセ フ ェリスが、このフランス

詩壇 の動 向に無関心であったとは言い難いであろ う。実 際 、 以 下 に 挙 げ る 三

点から、フ ラ ン ス での体験が詩人の「俳句」受容 の出発点となっていること

を示 唆 できょう。

a)詳細は 2.3.に譲るが、セフェリスがギリシア語に翻訳した芭蕉と其角の

句の底本【， 2 )とされる『其角の俳諮~ (参照、註 12) が 1927年パリで出版さ

れている。

b)現在確認され得た詩人の「俳句」約 40句(うち 3 句は翻訳)のうち 1日40

年以降に作られた 5句(3句は翻訳)を除き、バリ留学より帰国した直後 1930

年代初頭に集中しでかかれている。

c)1972年出版の『詩集 』 で 改 題 さ れ る ま で 「 俳諮」と自らの俳句詩型の詩
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を称している(参照、註 6) 。

推察の手掛りとなる資料には、パリ留学時代以前に「俳句 j に接したと思

われる 形跡が な い 上 に 、 ギリシア詩壇に「俳句」が登場する時期を考慮する

と、 「俳句」がフランスで如何にもて映やされたか を 目の当たりにしたのが

「俳句」を知るきっ かけと言って良いだろうと思わ れる。

2.2. r俳句」受容の第 一段階

セフェリスは Jマリか ら帰国した後、 1930年代に 集 中して「俳句」をかいて

いる。詩作の際に.試行 錯誤を 繰 り 返 し た 可 能 性 を 物語る記述が、詩人の『日

記 』 と 、 評 論家 A.カラン ドニスとの『書簡集』に僅 か な がら残されている。

もう少し「 俳諮 J (即ち俳句詩型)で何かをしてみたいと思う。あ

れ( 初 め て 『 日記』に「俳句」がかかれた 1929年) か ら 何 年 も 経 つ と い

うのに( i俳句 J)はまだ足りない。一瞬、一瞬、 「俳諮」を生みだし

ていった魂の躍動感はここにはない。

( )筆者補注。

『日記、第二巻.J p. 860 1932年 8月 21日

. トニオ(アンドニウ)の近況は喜ばしい。 何かが出て来るかも知れ

ない。かかせてみよう 。 ト ニ オ の と わ た し のを 引用しながらこの穫の詩

について試みをしてみたい。 わたしにも( i俳句」 が ) 幾 っ か あ る 。

く 『転回点』から>何年間も習作としてもっている。主主2習作。

下線部:セフェリス。

く >校訂者補注。

『書簡集~ P .1300 1931年 2月 13日

これ ら の記述から試作 セフェリスによれば習作付σιηση)ーを繰り返し詩的

芸術性の高い 「 俳 句」を生みだそうとした詩人の意図が窺われる。自由詩の

可能性を模索する過程で俳句詩型の外に、 7 ラ イに伝統的な詩型 pantoumを

用いた詩 I1 3 ) を 一 作品 だけ残しているが、俳句詩 型と異なりこの詩型を繰り

返し使 うことはなかったことからも、セフェリスの 新詩運 動 に 占 め る 俳 句 詩

型の位置の重要性が推察されよう。このように.新詩運動と平行して「俳句」

を多く 試作し た 時 期を、詩人の「俳句」受容に於ける 第一段階と呼ぶことが

できょう。

ところで上述の『書簡集』の同一箇所には俳句詩型を詩人エリティスにも

。。
ヴ
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紹介し、実験してみる よう カ ラ ン ド ニ ス に セ フ ェリスが依頼している一節が

ある。

趣味と Lてエ リティスにも( I俳句 J)をかいてみるよう手紙でい

ってくれたまえ。 知 っ て お く べ き こ と は ただ 一つ。第一行と第三行が 5

音節、第二行が 7音 節ということだけ。

五 音節/七、五で「俳諮 J/うたごごろ (1 .4) 

『書 簡 集 』からのこの二つの抜粋から、詩人とその友人アンドニウが中心と

なって ギリンア詩壇に「俳句」を導いたことが指摘され 得 る よ う に 思 わ れ る

点を 付 言 しておく。

2.3. r俳句 J受容の第二段階

第一段階に続いて、詩作と平行して 1940年代後半 からより積極的に外国文

学の翻訳に取り組んだ時期を、 「俳句」受容の第二段階としたい。帰国直後

から既に着手されてい た A.ジ y ド、 P.ヴァレリに 加 え て、新たに、 T.S.エリ

オ y ト、 W.B.イェ ーツ、 E.パウンド等の英詩研究が進められ、 1965年翻訳集

『転写 』が出 版 されるに至る。ここで注目すべき はイマジズムの旗手で、詩

「地下鉄の駅にて 」 に 於て「俳句」にヒントを得 た 、具体的な二つのイメー

ジを重ね合わせるという独自の手法(重置法)を実践したことで知られるパ

ウンド(1 5 )の作品( W カント~ ) が 『 転 写 』 に 翻訳されていることである。

詩人の パウン ド 研 究を通して「俳句」観が形成さ れ たのではないかと考えら

れ得ょう。

またこの時期に、翻訳の助けをかりでセフェリスが芭蕉を研究していたと

思われる形跡が『日 記』に 見ら れる 。詩 集「 つぐみ号(1947年)の清書と

細部 の修 正に入ったという記述に続いて、芭蕉とそ の弟 子 其 角 と の 聞 の エ ピ

ソー ド{1 6 }が回想され る o

(散歩の帰 り)山を下りながら芭蕉が其角に諭して言ったことを考

えた。く神が創り たもうたものを卑しむべきではない。 I俳諮 J (即ち

其角がよんだ句)は(このように)順序を逆にしなくてはならない。

一匹の赤とんぼ/羽をとってみよ/赤唐辛子(1 7 ) 

ではなく、

赤唐 辛 子 一 つ/羽をつけてみよ/赤とんぼ i18) 

で ある 。〉

く>詩人による引用符 D

『日記、第三巻 j p. 760 [1946年 J11月 1日
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また 1972年 2月 27日付新聞「ト・ヴィマ」紙上に掲載された詩人のエッセ

イ「神々に満たされたる全てのもの」の中に、芭蕉の句

むざんやな甲(かぶと)の下のきりぎりす

のギリシア語訳を見ることができる。

運命のいたずら/甲の下に附くは/こおろぎ一匹 i1 9 ) 

こ の訳は後に『練習帖 2.J1 (2 o )に収められるのだが 、 『セフェリス夫妻所蔵

文献目録』に確認することができる湯浅信之訳による『おくの細道』からの

ギリシア 語 重 訳 で あ ろ うと推察できる。上に挙げた芭蕉の二句をもって、セ

フェリスが特に芭蕉の「俳句」を研究していたと言うのは危険かも知れない。

しかし ながらセフェリス 後半の詩、特に『つぐみ号」を理解するためには M.

7 ーノ ルド、T.S.エリオット、 K.II.カヴァフィスに加え、禅と芭蕉が詩人に

与えた影響を調べて みる必要があると M.ヴィティ が指摘しているように(2 1 )、

芭蕉の影 響を否 定 することはできないだろう。

これまでの縫察をまとめると、セフェリスは実際にフランスでの「俳諮」

の大流行を見聞きすることで、 「俳句」を知り、 自らも 「俳句」を試作しつ

つ、パウ ンドや 芭 蕉の「俳句」を通して俳句の思 想 を学ぼうとしたのではな

いかということが、詩人の「俳句」受容の過程と し て示唆されると恩われる。

3.セ フェリスの俳句

現 在までに確認されている約 40句の「俳句」の うち上述の翻訳詩 3 句を除

いて、詩 集『練 習 帖』 及び『練習帖 2.J1に収められているのが 17句であるの

に対して 、半数は詩人の『日記』に記され、詩作品 とし て は 未 発 表 で あ る と

言え よう 。また詩集 『 練 習帖』に入れられている I16の「俳句 JJ (参照、

註 6)に関しでも発表作品であるものの、詩人自ら註を添えているは U ように、

何れ の他の詩 集 に も組み入れられない詩を集めたのが『練習帖』であること

から、詩 人の他 の 作品と比べて「俳句」は習作の域を出ていなかったのでは

ないかと思われる。換言すれば、発表・未発表の別 に 係わらず、 (詩人の作

品中) I俳 句 」 は 練 習作の段階で終わっていると位置づけることができょう。

ここ で は、発表作品 17句と、 『日記』に記された 句の中で特徴的な作品を

挙げて整理してみたい。

3.1. r練 習帖』と『練 習帖 2J より

発表作品 17句 のうち「エフェソス」という題をもっ 1 旬以外は全て『練習

帖』の中の I16 の「俳句 JJに入っている。この 16句には詩集に収められ

た順序を示すため詩 人 が番号を付している。尚、日 本 語訳は「エフェソス」
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以外志田信男訳を用いた。

a) ギリシ ア的 詩調をもっ「俳句」

セフェリ ス の み ならず現代ギリシア詩に一般的 な 作詩法の一つに神話やホ

メロス、古典悲劇lの モ チーフを読み込む手法がある。次の 2 句はこの手法が

用いられている。

13. APpn~TH EPINT~ 

ð~V lfxεl /JaTlα/ TaφiOlα 1TOU κpαTOVσε/ T司c TPWV Ta X{plα. 

病める エ リ ニ ュス

あのひとは眼をも たぬ/手にした蛇どもが/その手 を貧り食う

14. 

TOUTη 奇 ιoλ6να/ ExE l μla TPU1Tα， 。入正πεlC/T両V IIEPσEφ6ν'1; 

この円柱には孔が ある / 見 え る か い / ベ ル セ フォネが

次の句 は神話 や 古典 作品からのテー 7 ではなく、豊 穣 と 多 産 を 願 い 豊 か さ

の象徴であるザクロの実を大晦日に割る、というギリシアの習慣が背景にあ

る(2 3 )。

9.NEA MOIPA 

ruμν両yuναfια/ TO poδl 1TOU lfσ7τασε 奇Tαν/ YE/JaTO 占σT{Plα

新しい運命

裸婦/はじけたザクロは/満天の星

b)死、孤独、憂欝、沈黙など詩人に特徴的な情調をもつもの

4. 

Na 'vαt 奇φωv両/πεθαμ正νωvφfλωνμαc/ 有φωVoypaφOc;

あれは死んだ友だちの / 声 か し ら / そ れ と も 蓄 音機の?

6. 

Zυλ入OYlσμ{VO/ TO σT司eOC Tηc sαPU/ μ主EσTOνκαep{φTη.

物想いに沈んで/重 たげなあのひとの胸/鏡の中で

8. 

NUXTα. o ay{pαc/ O XWPlσμOc 占πλdνεl/κα1 /c υμαTí~E l . 

夜 、風/ 別離が広 が り /波うつ

-
E
4
 

0
0
 



10. 

Twρασηκφνω/μ(a vucPy! 1fETαλouoα/ Xωp1c φT(ασ(o ( . 

ふと手にとる/死せる蝶/化粧もせずに

12.ArONO~ rPAMMH 

To δo(aκ( T( h ε( ; / 'H sapκα ypa中εtκ6κ入ovc/ κ( oih ε Evαc y入apoc

無益な航路

舵がどうがしたのかしら?/船は円環をえがきつ づけ/ー羽のかもめ

も いない

この他「彫像 J r断片 」といった詩人が好んで用いるモチーフが次の 2 句

に見られる。

3.~TON KHllO TOT MOT~EIOT 

νAOE(EC ιapEκ入εc/ T 占ya入μαTα/ yvp(σαv/ σT 日入入o μoυσEIO. 

博物館の庭園にて

空っぽの椅子たち/ 彫像 は 帰 っ て し ま っ た / 別の博物館へ

11. 

llov νbμa~ εGε(c/ Ta x(入tακoμμαTaιtα/TOV ιaeεανepW1τov 

どう やってかき集めるんです/一人一人の人間の/幾千もの断片を?

c) 重置法が用いられた「俳句」

イ マ ジ ズム運動の中心的詩人とされるパウンドが提唱した重置法、即わち

異なるこつ の イ メ ージを重ね合わせることで新た な像を生み出す、或いはそ

のコントラストがもっ効果を狙うという手法が次の句に窺える。

1. 

~Tá~E σTY!入「μvη/μOVO μ(a σTa入ακρασ1/καI σ日司VE( 占有入 (OC・

湖にしたたらしてごらん/ただ一滴(しずく)のワインを/すると太

陽が消える

5. 

Ta δaXTV入a Tηc/σTO eα入ασσIμανT(λ(/ /cO(Tα:κopa入λ4α.

海色のス カ ー フ に あ てた/あのひとの指/ほら耳目瑚だ

9
-

0
0
 



16. 

rpaφE l c・/TO /lE入dνl 入lYOσTPE申ε/ 合 ea入dσσdπ入γ)ea(VEl. 

あなたは物を書き/ インクが少なくなりました/ 海が増殖いたします

d)その他

数 に対する概念、は洋の東西により或いは民族により異なることは哲学、宗

教学、 民族学 な ど の様々な分野で明らかにされてい る 。ギリシア人にとって

偶数は調和を表すものと捉えられている他宗教上 3 は神聖な数であると言わ

れるは， )これに対して 俳 句 の も つ リ ズ ム は 我 々日 本人にとっては親しみの

ある拍子 である が 、欧米人にとっては 5-7-5 の 音律 はとても異国情緒を醸し

出す ものらし い 。 それ故に季語、切れ字といった手法は注目されず、俳句の

リ ズムが取り立てて着目され、 5-7-5 の音律をもっ無韻三行詩という詩型が

生まれ た の で は な い かと考えられる。

少し脱線したが、次に挙げる句は数あそびと読むことができょう。

2. 

~TÒνιdμπo olh' I"vα/ TETPaφυλ入o TPlφdλ入l./πOlOCゆTαfε4 占πTOI!C

TPεlC; 

里子には一つだになし/四つ葉のクローパー/三つ葉 のどれのせいかしら?

次 の 句は素描詩であるが、沈もうとするのは太陽ではなく、太陽に相対す

る 詩 人を とり囲む世界の方であるという視点が効果的である。

15. 

BotJ入 lá~εóι6σμ0<;/ κραT司σo tJ， ea σ' 占φ司σEl/μ6νoσTOV可λlo. 

世界が沈む/ぶら 下がりたまえ、置き去りにされる よ/日向にひとりぼっ

ち

もう一旬 素 描 詩 を挙 げる。 Iエフェソス」という題が示す如く、小アジア

のエフェソスを訪れた時の「俳句」である。かなりの広がりをもっ大理石か

ら 成る遺跡の石の聞に咲くンクラメンが詠まれている。

E中EW~

'nσTOσoσιusotJv/ιaTω 占πTO s奇μαTOU eEOU/ Ta ~tJ~入 dμtα.

"AY~ tJ p α ， 30.10.1950 

エフェソス
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身 をかが め ノ ? 申の御足に，シクラメン

アンカラ 1950年 10月 30日 (訳:筆者)

最 後 のー句は聴覚的効果をもっ。勤詞 sEλarωは羊や山羊の鳴き声からでき

た動 詞 であ る 。

7. 

中opεσα πdλ1/ T>J φv入入ω(J(aTOV δtνTρov/ ι σU sε入arε1<;.

ま たわたしはまとった/その樹の群葉を/するとあなたはめーと鳴く

3.2. r日言己』より

上述 した翻 訳 詩 と 17句の詩集に収められた作品の他に、 7 巻に及ぶ『日

記』に収められた 19句の未発表の或いは詩集に入れなかった作品がある。こ

こで、 19句の中で特徴のある句を挙げたいと思う。( 日本語訳は筆者。出典

について、頁の前の数 字 は 『 日 記 』 の 巻 を 示 し ている。)

a) 素描詩

最初の三句には季語となる語がみられる。 詩人 は俳句詩型を用いて「俳

句」を詠んだものの 、そ の作品には季語を詠み込んだものは少なく、俳句と

は越 を異に し て いる印象を与える。この意味で、次に挙げる作品は我々日本

人には理解され易いものと言えるだろう。

OMONIA 

"H入10<; κα.1 OV入10<;/ σTaπεrOOpoμtα soσιovv/ sυrla /Co1Taolα. 

オモニア広場

太陽そして七月/歩道では/乳房の群れが草を食む

(1.p.ll0.1929年 6月 25日)

'Eκε( 1τOU 占 y司入 10<;/TO aTμα ，TO σGμα ，O ylα入O<;，/Tφpα TPE(<; Y入aPOI

太陽/血 、 肉 体 、海 /今は鴎が三羽

(2.p.86.1932年 8月 27日)

• KaTIπtσTεVOυν/ 01μvyoaλIE<; 1TOU aνeiσαv/ μfσασTO XIOν1. 

何か信じている/花をつけたアーモンドの樹/雪 の中

• NVXTαφpαfα/ NVXTαdpηνoφOPα./ Tfλε 10<; OVPαvo<;. 
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夜は素晴しく/平安をもたらす/完霊な空

(4.p.22.1941年 2月 11日)

b) 仮面、級、彫 像と いったセフェリスが繰り返し 用いたモチーフをもっ

「俳句」

3.1. b)でも触れた が 、特に仮面、彫像は人間そのものを表すモチーフでセ

フェリスが好んで用いた。

• AHθH 

"HπpOσωπfδα/ 1τou TPαylκa dxεc sa中EI/ κdλησE xaμω. 

レーテー

あなたが悲劇的に色を塗 った /仮 面が /落 下し た

(1.p.119.1930年 1月 19日)

• PTTl ð.E~ 

Ta 1fPOσ(，)1faσac/ 1fαTOVνT'Y/ VVXTαx司νεc./M'Y/νTic TPO μ á~εIÇ. 

わたし たちの 面 が/ 夜.、鷲烏を踏む/驚かしてはいけないよ

(l.P .135.1931年 5月 5日)

. Ta σIYIλ入aPIα/πぎσανιEPαυνωμ{Vα・/ KO申ανTOUCσπayyovc.

小さな彫像が/稲妻に打たれて倒れた/紐を断ち切 ったのだ

(2.p.85.1932年 8月 27日)

c)愛をうたった「俳句」

TO BEABHNAI 

d.1ωyμtνη 占yaπη ，/φε VYEICφOpφνTacμαIJPO/ 中η入oKaπtλO. 

疑装

追いやられた愛/ 去りゆく/シルクハ y トを かぶり

(1.p.l09.1929年 5月 6日)

• M'Y/ ~叫YPαφ(~εIÇ/ μ' 百入oyα 1fOU ια入 1fá~ovv/ T両v 合oOν司σoυ. 

描かぬよう/駆走する馬で/あなたの悦びを

(2.p.85.1932年 8月 27日)

. Ta xεfλtασov/ ε?vαtι6μαμtσασTOV Vπν0'/π入EOVμεVO σGμα.

あ なた のくちびるは/ 夢の中の波/ただよう肉体 (同上)

4.展望

これまでセフェリスの残した F俳句」を通して現代ギリシア詩に於ける

「俳句」 及び俳句詩型が 受容された過程の考察を試 みた 。 全 体 的 に 「 俳 句 」
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に関する ギリシア語 に よる記述が限られている由、推論の域を出ていないこ

とは 否めない o 今後は、 詩人の作品に於ける俳句、禅思想、の影響を調べてみ

たい。

昨年ギ リ シ 7 でもギリシア人による「俳句」コンテストが開催され、鑑賞

する「俳句」から詠む「 俳 句 」 へ と 移 行 し つ つ あるという感じを受けた。入

賞者の作品に接して 、徐々にではあるが、俳句の様々な手法も知られるよう

になって来たという 印象を受けた。今後どのような「俳句」が詩壇に登場す

るか興 味あ ると ころであろう。

尚、 本 稿は 1993年 7月 10日に開かれた第五回ギリシア 語・文学研究発表会で

の発 表内容に加筆修正したものである。
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6.註

(1)参照、佐藤 1988.

(2)Lαssioηc，pp.69.これは II.クリネオスの作品を示すが、 5-7-5 の音律が用

い ら れ て い な い た め厳密には俳句詩型による詩とは言えない.

(3)参照 、佐藤 1988、松尾 1963-64.

(4)Lass(/iηc p.72. 

(5)MEy.Eyκ.NEOελ入.Aoy.vol.12，p.237.

(6)1940年に出版された『練習帖』に収められていた I14の「俳諮 JJはそ

の後『詩集~ (第一版 1950年)に再編された際、 14句のうち第二句 01

KovpασμEvεE が除 かれ 新 た に 3句が加えられ I16 の「俳譜 JJとなった。

更に ZαβsioηE校訂 の第 8版『詩集(1972年)に於いて I...俳諮」から

I ...俳句」に改題されたが、 Zαssioη宮の注によればこの改題は詩人の指

示によるものである。

(7)Lαss(oηc，P.74. 

(8)AoPEVT~ <Í TOÇ Z呼σtμoc，Aλφα目ηTaρ1，1969は私家版のため入手されていない.

(9)Laβsiδηc，p.72. 

(10)志田 (1991)p.22.

(11)参照，佐藤 1988.
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(12)参照 ，George Seferis:A Poet's Journal，p.59.セフェリスが『日記』の

中に 記 し て い る芭蕉と其角のエピソードは B.H.Chamberlain(1902) と松

尾邦之助， Oberlin共訳 Haikai de Basho de ses discip1es(1936)にも収

められ て い る .ここでは『日記』の翻訳者 AναyνωσTOπOV入Oc の指摘を尊

重する

(13) "IIANTOYM 

帖~ (1940年)ト. 
(14)IIEVH σu入λαsEc/κφTaκαtπ正νTε:Xal- Kal， /!/Jvx司Tραyovδ1OV. 

『書簡集』に先行し『日記第 1集(p. 109 .1929年 5 月 6 日)に類似の

句がある

IIOIHTIKH:IIEvTε σu入入αsEc/ιt εφTa καt πtνTα.11εc TlC!/Ol πεTα入ovoεc.

(15)参照，佐藤 1988.

(16)参照，註 (12).

(17)詩人のギリシア 語訳 を直 訳し た.

Mla 入tμπE入015λα/sya入εTηcT日中Tεpa・/1flπEpla.

其角の句は，赤 とんぼ羽をとったら唐辛子.

(18)Mlαπtπε Pla/sa入εTηEφTε pa:/λ4μπE入ov入α.

芭 蕉の句は，唐辛子羽をつけたら赤とんぼ.

(19)<TapσαTηEμoiραc: H:aT'απTO H:paνoc 入α入E{f EναTPl ~ÓVl . 

(20)p.130.Eαssioηgの 注は p.170.

(21)Vitti，P.180. 

(22)TεTρallLO rvμνdσμaTωνB'，p.136. 

(23)X.AvTW¥ノiou，122.

(24) 1ω.E.KαλlTσovνaH:ηc，EπTαIliκαL 'EρEVναL， εκIi.Eαιε入入apioυ，Ae市ノα，

1921. 
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